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小論文問題 

以下の設問（１）～（４）の中から２問を選択し、それぞれに別の解答用紙を使って解答

しなさい。なお、解答にあたっては、選択した問題番号を明記しなさい。 

（１）民主政治における「政教分離原則」とは何か、またなぜそのような原則が必要な

のか、論じなさい。

（２）アメリカの文化人類学者エドワード・Ｔ・ホール（Edward T.Hall,1914～2009）は、

文化を「ハイ・コンテクスト」と「ロー・コンテクスト」という概念で説明している。

「ハイ・コンテクスト」文化の国として日本や中国・韓国を、「ロー・コンテクスト」

文化の国としてアメリカやイギリス、ドイツをあげている。前者にあげた３か国（日

本・中国・韓国）からひとつを選び、その国の消費者行動の特徴からハイ・コンテク

スト文化であることを説明しなさい。

（３）今日、地方では人口減少、少子高齢化、経済の縮小など、様々な課題に直面してい

る。そこでこうした地域課題の解決と地方創生の実現に向けて、地方自治体は中長

期的な視点から持続可能なまちづくりに取り組むことが重要であるとされる。さら

にそのためには SDGs＊の達成に向けた取り組みを推進することが効果的であると

いわれる。それでは、このような SDGs の達成と地方創生の実現を可能にする「自

治体 SDGs」の取り組みとして、どのようなものが考えられるか。あなたのアイデ

アを述べなさい。

＊ SDGs（Sustainable Development Goals）は「持続可能な開発目標」と訳される。

（４）国立劇場の民俗芸能公演、国立劇場おきなわの琉球舞踊公演、国立アイヌ民族博物

館（ウポポイ）の伝統芸能上演、徳島県立阿波十郎兵衛屋敷の阿波人形浄瑠璃上演

など、観光客を対象にした民俗芸能パフォーマンスが公共のホールや劇場等で多く

見られる。これらの公演は現地の年中行事や伝統空間とは無関係に実施される。な

ぜ無関係でも実施するのかその意味を考えるとともに、その是非をめぐるあなたの

考えを述べなさい。 




